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～川の次は
海を知ろう！

編～

　
九
州
で
も
２
番
目
の
長
さ
で
あ
る
、

大
き
な
一
級
河
川
「
川
内
川
」
が
流

れ
る
本
市
。
７
月
号
で
は
、
こ
の
川

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
川
が
流
れ
つ
く
“
海
”
の

周
り
で
、
な
ん
だ
か
動
き
が
あ
る
っ

て
う
わ
さ
が
。
そ
こ
で
、
今
月
は
そ

の
う
わ
さ
の
場
所
「
川
内
港
」
周
辺

に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

川
内
港
っ
て
？

　
川
内
港
は
、
鹿
児
島
県
の
北
西
部
、

東
シ
ナ
海
に
注
ぐ
川
内
川
の
河
口
部
に

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
河
口
右
岸
の

京
泊
が
、
坊
ノ
津
、
博
多
津
と
と
も
に

九
州
三
津
の
一
つ
と
称
さ
れ
、
京
都
・

奈
良
方
面
へ
の
海
上
交
通
の
基
地
や
唐

貿
易
の
重
要
港
と
し
て
繁
栄
し
、
当
時

の
名
残
が
唐
浜
の
名
に
も
残
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
島
津
氏
の
統
治
下
で
は
、
京

泊
は
商
港
、
河
口
左
岸
の
久
見
崎
は
軍

港
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
海
陸
の
結
節

点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
10
月
に
地
方
港
湾
に
指
定

さ
れ
、
こ
の
年
、
京
泊
に
近
海
漁
業
の

根
拠
地
と
し
て
荷
揚
場
が
築
造
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
45
年
５
月
に
は
重
要
港
湾

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
23

年
に
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線

開
業
、
平
成
27
年
に
は
、
南
九
州
西
回

り
自
動
車
道
が
薩
摩
水
引
Ｉ
Ｃ
ま
で
供

用
開
始
と
な
る
な
ど
高
速
交
通
網
も

充
実
す
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
に
は
、

川
内
港
と
甑
島
を
つ
な
ぐ
川
内
甑
島
航

路
の
連
絡
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
国
江こ
う

蘇そ

省し
ょ
う

常じ
ょ
う

熟じ
ゅ
く

市
と
友
好

都
市
盟
約
を
結
ん
で
い
る
本
市
に
お
い

て
は
、
平
成
28
年
に
港
湾
貿
易
促
進
に

関
す
る
協
力
協
定
書
を
締
結
し
、
川
内

港
か
ら
常
熟
市
へ
直
接
木
材
を
輸
出
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
立
地
か
ら
、
南
九
州
地

域
の
産
業
の
競
争
力
強
化
を
支
え
、
ア

ジ
ア
と
と
も
に
成
長
す
る
川
内
港
を
目

指
し
て
、
令
和
元
年
に
港
湾
計
画
が
改

訂
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
際
、
川
内
港
が
ど
ん
な
役
割
を
し

て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う
！

　
改
訂
さ
れ
た
川
内
港
港
湾
計
画
に
は
、

次
の
３
つ
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

基
本
方
針
１

〈
物
流
・
産
業
〉
国
際
物
流
拠
点
と
し

て
産
業
を
振
興
す
る
港
づ
く
り

基
本
方
針
２

〈
安
全
・
安
心
〉
地
域
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
港
づ
く
り

基
本
方
針
３

〈
交
流
・
に
ぎ
わ
い
〉
地
域
の
交
流
・

に
ぎ
わ
い
に
資
す
る
港
づ
く
り

3 Satsumasendai city Public Relations, 2022.11.10

川
内
港
の
役
割

　国
際
物
流
拠
点

　
川
内
港
は
東
シ
ナ
海
に
面
し
、
中
国
や

韓
国
、
台
湾
を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
非
常
に
近
い
場
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
国
と
の
貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
韓
国
と
の
定
期
コ
ン
テ
ナ
航

路
の
増
便
や
中
国
、
台
湾
向
け
の
定
期
コ

ン
テ
ナ
航
路
が
相
次
い
で
就
航
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
ん

だ
っ
て
。（
現
在
、
中
国
・
台
湾
航
路
は
休

止
中
）

　
近
年
で
は
、
国
内
の
木
材
は
伐
採
の
時

期
を
迎
え
、
特
に
北
薩
地
域
で
は
原
木
が

豊
富
な
こ
と
か
ら
、
木
材
の
輸
出
が
よ
り

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
か
。

　
輸
出
入
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
き

た
こ
と
に
伴
っ
て
、
ヤ
ー
ド
（
貨
物
置
場
）

が
手
狭
に
な
っ
て
き
た
り
、
大
型
船
に
対

応
し
た
施
設
が
無
い
こ
と
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
大
型
船
に
よ
る
効
率

的
か
つ
経
済
的
な
木
材
輸
出
を
行
う
た
め
、

令
和
３
年
３
月
に
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
が
国
土
交
通
省
の
新
規
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
、
本
年
４
月
に
着
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
唐
浜
地
区

に
、
水
深
12
メ
ー
ト
ル
の
岸
壁
や
、
ふ
頭

用
地
な
ど
を
整
備
す
る
ん
だ
っ
て
。

　
甑
島
と
の
玄
関
口

　
甑
島
と
本
土
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
「
高
速

船
甑
島
」
は
、
以
前
、
串
木
野
新
港
か
ら

運
航
し
て
い
た
「
シ
ー
ホ
ー
ク
」
の
老
朽

化
が
著
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
急
な

代
替
船
の
建
造
の
た
め
、
市
が
甑
島
商

船
（
株
）
に
代
わ
っ
て
新
高
速
船
を
建
造

し
て
無
償
で
貸
し
付
け
る
「
公
設
民
営
方

式
」
を
取
り
入
れ
て
、
平
成
26
年
春
、
川

内
港
か
ら
甑
島
（
里
港
・
長
浜
港
）
へ
就

航
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
っ
て
。

　
高
速
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
高
速
船
甑
島
は
、

長
崎
新
幹
線
「
か
も
め
」
や
数
多
く
の
観

光
列
車
を
手
掛
け
る
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
水み

戸と

岡お
か

鋭え
い

治じ

氏
の
デ
ザ
イ
ン
。
タ
ー
ミ
ナ
ル

内
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
落

ち
着
い
た
空
間
で
、
乗
船
券
売
り
場
の
他
、

カ
フ
ェ
も
あ
っ
て
待
ち
時
間
も
く
つ
ろ
げ

ま
す
。

　
上
甑
島
の
里
港
ま
で
約
50
分
で
到
着
。

終
点
は
下
甑
島
の
長
浜
港
で
、
里
港
か
ら

約
40
分
で
到
着
し
ま
す
。

　
観
光
客
や
島
民
ら
を
乗
せ
て
１
日
２
往

復
し
て
い

ま
す
。

川内港の木材輸出量の推移


